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ピンチをチャンスに変える 

   
緊急事態宣言中の臨時休校に対応すべく，9月 6日（月）から，ついにオンライン授業
が始まりました。画面越しではありますが，あなた達の姿を確認できた時はすごく嬉しか
ったです。 
さて，8月末からここに至るまでは，突貫工事（とっかんこうじ）のような状態でした。
鈴鹿市教育委員会がオンライン授業実施に向けての詳細なマニュアル等を作成し，それに
基づいて各学校が動き出しました。6 日からのスムーズな実施に向けて，それぞれの先生
方はもちろんのこと，学年，教科が協力して正にオール天栄でオンライン授業の実施にこ
ぎつけることができました。また，chromebook の Wi-Fi への接続などについては保護者
の方にも御協力をいただき，6 日の実施には大きな混乱もなくスタートすることができま
した。 
始業式の時に，あなた達には二つ話をしました。一つは「自分に厳しく 人に優しく」そ
してもう一つは「ピンチをチャンスに変える」です。資源のない日本は，技術力により発展
してきました。新たな技術の開発，システムの構築（こうちく）は，その時々の困難（ピン
チ）に対して，諦めることなく前進する姿勢があったからこそできたのです。 

6 日からの臨時休校という状況に直面し，先生方は何とかオンライン授業を成立させよ
うと chromebook を使った授業スキルを更に向上させました。あなた達もこの機会に
chromebook の操作に慣れるとともに，家庭学習の習慣を身に付けてほしいと思います。 
まだまだ，予断を許さない状況は続きますが，このピンチの状況だからこそ身に付けら
れる力があるはずです。 
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オンライン授業が延長されます 
 9 月 6日から始まった「オンライン授業」が延長されます。期間は 14日（火）～17
日（金）までです。皆さんも先週の一週間で chromebook の操作にはかなり慣れたと思
います。この一週間は５限授業となります。本日配布された時間割と下の校時を確認し，
今週もオンライン授業に参加してください。 
 

◆9月 14日（火）～17日（金）の校時◆ 
 
 
 
 
 
 

◆オンライン授業で疲れないための対策◆  
長い時間 chromebook の画面を見続けることで，目などに負担をかけることになりま

す。疲れを解消する方法を参考までに紹介します。 
 
 

 
 
 

「読書の秋」がやってきた 
天栄中学校の生徒がどれぐらい図書室を利用している（読書をしている）かを知りたく

て，図書巡回指導員の古瀬戸さんにお願いして，4 月から７月末までの本の貸し出し状況

を調べてもらいました。読書は考えや生き方の視野を広げます。ぜひこの機会に本を手に

取ってみよう。 
 
【個人別貸出利用状況ベスト 10】※印は昨年のこの時期もベスト 10に入っていた人です 

 
① ※伊藤 颯汰（2年生）76冊  ⑥ 山下 颯斗（1年生）32冊     
②  平田 りの（3年生）58冊  ⑦ 北澤 柊二（1年生）30冊 
③  下地 崇貴（1年生）44冊  ⑦ ﾚｱﾃｷ ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ（2 年生）30冊 
④ ※長岡賢志郎（3年生）40冊  ⑨※瀨古美優花（2年生）23冊             
⑤  樋口 妃花（2年生）38冊  ⑩ 北川 朔矢（1年生）18冊 

 

 
 
 
 
 
 
 

今年度も図書ボラン

ティアでお世話にな

っている古野さんに

季節感あふれる素敵

な作品を踊り場に掲

示していただいてい

ます。 

・朝の会   ８：４５～ 
・1時間目  ９：００～ ９：４５ ・４限目  １３：００～１３：４５ 
・2時間目 １０：００～１０：４５ ・５限目  １４：００～１４：４５ 
・3時間目 １１：００～１１：４５ ・帰りの会 １４：５０～ 
 

① 画面との距離を 40ｃｍ以上確保する。 
② 画面の明るさは室内で見た教科書，ノートなどと同じ程度に調整する。 
③ まぶたを閉じて眼球を左右上下に動かしたり，グルグル回したりして筋肉の緊張を 
  ほぐす。 
④ 休憩の時には，首，肩の筋肉をほぐすストレッチを行う。 

本館 


